
第３回 イノベーション政策強化推進のための有識者会議「安全・安心」 
議事要旨 

 
１.日  時 平成 31年４月１９日（金）1３:１５～1４:４５ 
 
２.場  所 中央合同庁舎第８号館 特別大会議室 
 
３.出席者 
座長 林 春男 防災科学技術研究所理事長 
 角南 篤 政策研究大学院大学客員教授兼副学長 
 中尾 康二 情報通信研究機構サイバーセキュリティ研究所主管研究員 
 中須賀 真一 東京大学大学院工学系研究科教授 
 西山 淳一 未来工学研究所研究参与 
 根本 勝則 日本経済団体連合会専務理事 
 星 周一郎 首都大学東京法学部長兼大学院法学政治学研究科長 
 前田 裕子 海洋研究開発機構監事 
 村山 裕三 同志社大学大学院ビジネス研究科教授 

（政府出席者） 
 兼原 信克 内閣官房副長官補（外政担当） 
 幸田 徳之 イノベーション推進室室長代理（内閣府審議官） 
 赤石 浩一 イノベーション推進室次長（内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担

当）） 
 中川 健朗 イノベーション推進室審議官（内閣官房内閣審議官） 

 松尾 浩道 イノベーション推進室審議官（内閣府大臣官房審議官（科学技術・イノベーシ
ョン担当）） 

 濱野 幸一 イノベーション推進室審議官（内閣官房内閣審議官） 
 髙田 修三 イノベーション推進室審議官（内閣府宇宙開発戦略推進事務局長） 
 

４.議 題 
（１）「安全・安心」分野のイノベーション政策強化推進にかかる第１回、第２回のご意見のまとめについて 
（２）統合イノベーション戦略2019「安全・安心」分野について 
（３）意見交換 
 

５.公開資料 
資料１ 「安全・安心」分野のイノベーション政策強化推進にかかる第1回、第2回のご意見のまとめ 
資料２ 統合イノベーション戦略2019「安全・安心」の策定に係る今後の予定 
 

６.議事要旨 
 （１）「安全・安心」分野のイノベーション政策強化推進にかかる第１回、第２回のご意見のまとめについて 

事務局から、第１回、第２回における有識者からのご意見をまとめたものを資料１に基づき報告した。 
（２）統合イノベーション戦略 2019「安全・安心」分野について 

統合イノベーション戦略 2019「安全・安心」分野について、資料２に基づき事務局より説明し、有識者から
ご意見を頂いた。 



 

（３）意見交換 
有識者から、以下の通りご意見があった。 
 

○マッチングの仕組みは、多岐にわたる分野の専門知識を持つ目利き人材が必要であり、加えて、コーディネー
ターやプロデューサーの役割を担う人材も必要となるので、複数の人材が集まるチームで対応することが現実
的。 

 
○安全・安心分野に中小企業の参画を促すため、全国の商工会議所等のネットワークを活用して、広報を工
夫するとともに、実績ではなく技術を評価し、政府調達を行う仕組みが必要。 

 
○大学等の研究成果についてオープン・クローズ戦略に応じて、対象となる研究者へのインセンティブ付与を工
夫するなど技術流出に配慮しつつ、死の谷を越えるための仕組みを検討するべき。 

 
○安全・安心分野の技術を社会実装するためには、政府が継続的に利活用する必要があり、それが民間企
業の参画を促す動機となる。 

 
○安全・安心分野で「育てる」技術について、どのようにフォローアップしていくか考える必要がある。 
 
○サイバーセキュリティ技術のあり方については、サイバー空間と実空間が一体化する中で、実空間の安全も含
めた広義のサイバーセキュリティをどのように確保するかという視点から考えていく必要がある。 

 
○サイバーセキュリティの観点で組織の資産を守るには、そのデータを守ることが重要であり、そのための技術や
仕組みが必要。サプライチェーン上で、中小企業が隘路になってしまわないよう、サプライチェーン全体を守るこ
とが重要。 

 
○サイバーセキュリティは、防御だけでなく攻撃による被害を想定した復旧対応技術についても検討するべき。 

 
○安全・安心分野は、社会実装することに意味があり、既存技術を組み合わせ、スピードをあげて社会実装す
ることが重要。 

 
○大学からの技術流出防止について議論があるように、諸外国との共同研究が不可能になる可能性があるた
め、我が国もセキュリティクリアランスの適用範囲に関して議論をすべき。 

 
○幅広い視点から我が国の安全・安心の実現に向けた構想や計画などの全体像をまとめる努力の継続が必
要※。 

 
   ※年内に安全・安心の実現に向けた方向性をとりまとめることを事務局から回答。 

 


